ディベートでは、相手の話をメモすることが重要です。ただし、話すことより書くことの方が遅いので、相手の話をメモすることには、訓練が必要です。特別な才能は全く必要ありませんので、たくさん練習しましょう。

では、２つに分けて説明します。

はじめに、相手の話をメモすることの大切さを、３点述べます。

Ａ：かみ合った議論をするため。
かみ合った議論のためにはまず、相手の議論を理解し、その上で、自分達の議論を重ねる必要があります。相手の議論を理解する第一歩は、相手の議論をメモすることです。

Ｂ：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんばく),反駁)をするため。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんばく),反駁)は、相手の主張を引用し、それに対して「違います。なぜなら～」という形で行います。相手の話がメモできていなければ、引用もできず、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんばく),反駁)もできないので、相手の主張が通り、試合で負けます。ですから、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんばく),反駁)のためにも、相手の議論をメモしましょう。

C：他人の良い議論を参考にするため。
他人の良い議論をフローシートに残すことができれば、それを参考に、自分の議論の改善ができます。

次に、フローシートを書くコツを、４点述べます。

1． 漢字をあきらめる
漢字は画数が多いのであきらめて、ひらがな、カタカナ、英語を使うのがコツです。

2． 記号や略語を使う
例えば、動物園を「まるど」としたり、増える、減る、を矢印で表現したりなどで、書く文字の量を減らせば、早くメモすることができます。

3． テープレコーダの気持ちで書く
相手の話を理解してから書くのでは間に合いません。追いつかない時には、少しくらい飛ばしても、今聞こえる話を書くようにします。

4． 準備時間に、付け加える
スピーチの次にある準備時間で、内容を忘れる前に、書き損なっている部分をフローシートに書き足すのがコツです。

以上、４つのコツに気を付けて、メモができるようなりましょう。これで終わります。
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